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問題と目的

「推し活」　「推し」とは、元々は1980年代頃特定

の女性アイドルグループのファンの間で発祥した

俗語であり、現在では、他の人にすすめること、

また俗に人にすすめたいほど気に入っている人や

物のこと、そして 「推し活」 とは 「推し」 を様々な

かたちで応援すること （廣瀬，2023） であり、そ

の後2000年代に現れた別の女性アイドルグルー

プのファンの間で自分の応援しているメンバーの

ことを「推しメン」と呼ぶようになりさらに広

がった （正木，2023）。その後、2011年には「推

しメン」が、2021年には「推し活」がユーキャ

ン新語・流行語大賞にノミネートされ、「推し」

や「推し活」という言葉が広く使われるように

なった。このように、「推し」という言葉は元々

女性アイドルグループのファンの間で使用されて

いたが、現在では女性アイドルだけではなく、男

性アイドル、俳優、YouTuberなどの配信者、ス

ポーツ選手、キャラクターまで広がっており、

多種多様の「推し」の対象が存在するといえる。

「OSHINOMICS REPORT」 （株式会社博報堂・株

式会社サイニング，2024） では、10～69歳の男女

1,380名を対象に「推し活」の実態調査を行って

おり、3分の 1以上の者が「推しがいる」と回答

した。年代別にみると、10代女性では 8割強、

20代女性では 6割弱の者が推しがいるとしてお

り、若者を中心に「推し活」が広がっている。ま

た、同調査では、若者は可処分所得・可処分時間

に対し高い割合で「推し活」に費やしていること

が報告されている。

このように近年広がりを見せる「推し活」は、
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社会や個人にとってどのような意味・影響がある

のかが注目されている。原田他 （2023） は、推し

活が健康に及ぼす影響について検討し、推し活が

身体・精神・社会的健康にポジティブな影響を及

ぼすことを報告した。このようにポジティブな影

響が指摘される一方で、ネガティブな影響も報告

されている。そのひとつとして、「投げ銭」と呼

ばれる推し活が挙げられる。「投げ銭」は、他の

ファンに自身の方が推しを熱心に応援していると

見せつけるためや推しから認知してもらうためな

どの理由により、過度な消費が促進されるもので、

金銭的な社会問題となっている （廣瀬，2023）。最

近では「推し疲れ」としてメディアで報道される

こともあり、「推し活」の実態を把握することに

は社会的意義があると考えられる。

ファン心理　「推し活」に類似する概念として、

ファン心理が挙げられる。ファン心理は「直接的

なコミュニケーションを持たず、主にマスメディ

アを介して知り得るタレント・アーティストに魅

力を感じること」 （小城，2005） と定義されている。

しかし、現在はファンの応援の方法・対象ともに

多様化している。例えば、応援する対象としてタ

レント・アーティストには限らず多様な対象がい

ることや、コミュニケーション方法もマスメディ

アを通して対象と関わるだけでなく直接的なコ

ミュニケーションを取れる場合もあるなど、ファ

ン心理は時代とともに変化しているといえるであ

ろう。

ファン心理研究は大きく、特定の対象のファン

について焦点づけた研究と、特定の対象に限らず

誰もが持つ一般的なファン心理についての研究と

に二分できる。前者では、プロ野球選手へのファ

ン意識 （広沢他，2006：藤本，2012）、宝塚ファン

におけるスター候補を見つけ応援する魅力 （西

尾，2010）、AKB 48ファンにおける “アイドル育

成感” （田中，2016） など、特定の対象に対する

ファン心理がテーマとなっており、他者から受け

る情緒的影響や、ファンのパーソナリティ、ファ

ン同士の帰属意識、ファン対象の育成感などにつ

いて論じられている。後者では、一般的なファン

心理の構造の解明が検討されている。小城 （2002, 

2004, 2005, 2006, 2018） は一般の大学生を対象に

ファン行動、ファンの対象の職業、ファン層によ

る比較、ファン心理とアイデンティティとの関連

について検討した。小城 （2018） は既存の尺度 （小

城，2004） を再考し、ファン心理構造が 「ファン・

アイデンティティ」「育成の使命感」「作品の評

価」「流行への反発」「人間性の評価」「ファン・

コミュニケーション」「外見的魅力」「隠れファ

ン」「擬似友人」「流行への同調」の10因子構造

からなることを示した。主な変化は既存尺度の

「疑似恋愛感情」が「ファン・アイデンティティ」

と「育成の使命感」の 2側面に分かれたこと、

「擬似友人」が新たに追加されたことで、これは

「恋愛感情」とラベリングするには違和感のある

ファン心理の側面が的確に測定できるようになっ

たこと、また、対象と直接関わることができる近

年のファン心理を反映しているとしている。川上

（2005） は、中学生と高校生を対象にファン心理

構造の解明、そしてファン心理と発達課題との関

連について検討し、ファン心理の軸として機能し

ているのは、「なりたい対象への気持ち」と「恋

愛感情様相」という 2つの因子であることを示

し、これは、思春期・青年期の心性が表れた結果

であるとした。また、今井他 （2010） は、大学生

のファン対象がいる者を対象にファン心理のポジ

ティブな側面に着目し、ファン心理は「熱狂」

「目標」「共感」という 3因子構造からなるとした。

これらの研究の中で、ファン心理は、ファンに

対してポジティブ・ネガティブ双方の影響を及ぼ

すことが指摘されている。ポジティブな面として

は、ファン対象が尊敬や憧れの対象になることで

人生の手本として存在すること （小城，2006） や、

ファン心理が現状の精神的健康や主観的幸福感の

維持・増進に寄与すること （小城，2018：今井他，

2010） が挙げられる。一方、ネガティブな面につ

いては、アイドルファンのストーカー行為や撮り

鉄の迷惑行為、ファン対象の自殺によって起こる

ファンの後追い自殺などの病理との関連 （川上，

2005） など、ファン心理が趣味や遊びの範囲を超

えて強くなった場合にネガティブに働く可能性

（今井他，2010） が指摘されている。これらから

ファン心理は、程度や心理状態の違いによって、

ファンに対してポジティブ・ネガティブ両側面の

影響を与える可能性があるものといえる。

「推し活」と心理的所有感　「推し活」を行う者の

心理に関し、マーケティングの分野で発展した心

理的所有感の概念に着目して検討していく。心理
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との仲間意識、心理的責任感は同担に対する競争

意識という 2つの二律背反的な意識を媒介して

「推し活」継続性とウェルビーイングに影響を及

ぼしていることが示された。また、井上・上田

（2023b） は、心理的所有感に影響するファンの活

動や意識などの先行要因について検討した結果、

ファンは先行要因として幸福か否かに関わらず、

「推し活」に対する統制意識、知識意識、投資意

識などが高まると推しに対する心理的所有感を抱

き、心理的所有感が高いほど、幸福感を高められ

ることが想定できるとしている。つまり、推しの

ために時間やお金を消費することや、推しに関す

る多くの情報を手に入れ、理解すること、推しに

影響を与えるために応援することなどの積極的な

「推し活」は推しに対する心理的所有感を高め、

「推し活」を行う者の幸福感を高めているといえ

る。大山・長田 （2020） は、「推し活」を行う者の

心理状態として、現在享楽主義と承認欲求を挙げ

ている。特に「推し活」に対して熱心な者におい

ては、「今が楽しければいいと思う」という思い

を背景に「推し活」を行なっていることに加え、

現実生活において自分自身が認められないことに

対し、推しが活躍し、社会的に認められると認識

することで自らが認められる感覚を持ち、代替的

に承認欲求を満たしているとした。「推し活」

は、今を楽しむために時間やお金を多量に消費

し、現在は幸福感に満たされる一方で、ファン自

身の過去に対するネガティブな感情があるからこ

そ「推し活」に打ち込んでいる可能性や、未来に

投資するべき時間やお金が不足することに繋がる

可能性が考えられる。

時間的展望と時間態度　時間的展望とは「ある一

定の時点における個人の心理学的過去および未来

についての見解の総体」 （Lewin, 1951） と定義さ

れている。この定義は、時間に対する意識につい

て、現在を支点として構成する包括的な定義であ

り、本邦では広く受け入れられている （都筑，

1982）。この定義の意味するところは、未来につ

いては自己の状態についての見通しや期待の意味

であり、過去については、過ぎ去った自己の経験

をどう考えるか、どう評価するかという意味を持

ち、現在との関係の中で理解される （神田，2010）。

Chishima et al. （2016a，2016b） は、青年期は時間

的展望の発達において重要な時期であるとし、青

的所有感とは、「個人が所有の対象やその対象の

一部を『自分のもの』であるかのように感じる状

態」であり、人は所有する対象に対するだけでな

く所有をしない対象に対しても心理的所有感を持

つことがある （Pierce et al., 2001, 2003） とされる。

この心理的所有感は、認知的要素と同時に情緒的

側面も反映することから、対象への意識や思考だ

けでなく個人の考えや信念を反映したものである

ため、自己概念と密接に繋がっており、心理的所

有感を感じることは、それ自体が快楽を生み出

し、効力感や有能感を伴うとされ、所有の心理状

態は、個人的効果や組織的効果に影響を与える

（Pierce & Peck, 2018） とされる。

心理的所有感には、コントロール感、自己投資

および詳細な知識という 3つの先行要因があり、

これらの 1つ以上を経験することで所有感を得る

（Pierce et al., 2001） とされている。1つ目のコン

トロール感とは、対象をコントロールする能力を

所持していると認識することであり、個人は対象

をコントロールする能力を感じれば感じるほど、

「自己の一部」あるいは「拡張された自己」と感

じ、心理的所有感が高まり （Belk, 1988）、対象を

法的所有していない場合でもその対象物に対して

何らかの影響力を及ぼせると感じることで対象物

に対する心理的所有感に繋がる （井上・上田，

2023b） とされる。2つ目の自己投資とは、自分

の労力、注意、時間などの資源を対象に向け続け

ることであり、これによって、対象に自分の一部

が反映されることになり、それが私の一部だとい

う感覚を生むことに繋がる （Pierce & Peck. 2018）。

3つ目の詳細な知識とは、ある対象を情熱的に、

親密に知っていく時、その対象は自己の一部のよ

うに感じる（Beaglehole，1932）とされる。

井上・上田 （2023a・2023b） は、「推し活」を行

う者の心理に関して、マーケティングの分野で発

展した心理的所有感の概念を用いて実証研究を

行っている。井上・上田 （2023a） では、推しに対

するファンの気持ちは疑似恋愛的な感情だけでは

説明できず、むしろ推しに対して心理的所有感を

抱いている点から説明すべきとして、推しに対す

るファンの心理的所有感尺度を作成した。また同

研究では、心理的所有感が心理的一体感と心理的

責任感の 2つの下位尺度から構成されるとし、心

理的一体感は同じ推しを推す他のファン （同担）
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2.推しの職業　最も推している対象の職業につい

て、「J-POPアイドル」「K-POPアイドル」「日本

人俳優」「韓流俳優」「芸人」「バンド /アーティ

スト」「スポーツ選手」「アニメ /マンガ」「その

他」の 9つの選択肢から回答を求めた。

3.推しの性別　2で選んだ推しの性別について、

「男性」「女性」「その他」の 3つの選択肢から回

答を求めた。

4.「推し活」に費やす時間　「推し活」に費やす 1

日の平均所要時間について、「1時間未満」「1～

2時間未満」「2～ 4 時間未満」「4～6時間未満」

「6時間以上」「分からない・答えたくない」の 6

つの選択肢から回答を求めた。

5.「推し活」に費やす金額　イベント参加費・旅

費交通費・グッズ購入費等、「推し活」に費やし

ている 1年あたりの金額について、「1万円未満」

「1～3万円未満」「3～5万円未満」「5～10万円

未満」「10～20万円未満」「20万円以上」「分から

ない・答えたくない」の 7つの選択肢から回答を

求めた。

結果

推しの有無　推しの有無について、推しがいない

者は1002人、いる者は998人であった。男女別

に、推しの有無を比較するためχ2 検定を行った

ところ、女性は男性と比べて推しがいる者が有意

に多かった （χ2 （1）＝107.65，p<.001）。以下は

「推しがいる」と回答した998名 （男性383名、女

性615名、平均年齢26.3歳、SD＝3.9） を対象に

分析を行った。

推しの職業　推しの職業についての分布をTable 1

に示した。「J-POPアイドル」は、274人 （27.5％）

「K-POPアイドル」は116人 （11.6％）、「日本人俳

優」は103人 （10.3％）、「韓流俳優」は19人

（1.9％）、「芸人」は27人 （2.7％）、「バンド /アー

ティスト」は111 （11.1％）、「スポーツ選手」は

58人 （5.8％）、「アニメ /マンガ」 は188人 （18.8％）、

「その他」102人 （10.2％） となっており、J-POP

年期の発達的特質から、この年齢層は時間的態度

を研究するのに特に適していること、青年期のサ

ンプルにおいて時間的態度が適応的及び不適応的

な機能と相関があるとしたうえで、成人にも適用

できる信頼性の高い時間的態度尺度とされる青年

期時間目録―時間態度 （ATI-TA：Adolescent Time 

Inventory-Time Attitudes Scale） 尺度の日本語版を

作成した。本尺度は過去・現在・未来に対する否

定的・肯定的な態度の両方を評価するものである。

本研究では、現代社会、特に若年者において特

徴的な現象である「推し活」に焦点を当て、その

実態を把握することを目的とする。さらに心理状

態の指標として心理的所有感、適応の指標として

時間的態度を取り上げ、「推し活」における消費

行動が心理状態や適応に及ぼす影響を検討する。

研究１

目的

本研究では、若年者が行う「推し活」の実態を

把握することを目的とした。

方法

調査協力者及び調査方法　2024年 5月に20歳か

ら30歳代前半の有職男女2,000名を対象に公募型

ネットリサーチ会社であるFreeasyを利用しWEB

アンケート調査を行った。調査を行う際には、ア

ンケートの趣旨、回答する上での注意事項につい

て提示した。注意事項には、回答は任意であるこ

とや回答によって個人情報を収集されることはな

いことを記した。

調査内容　本調査で用いた質問項目は以下の通り

であった。

1.推しの有無　「推し」とは、他の人に勧めたい

ほど気に入っている人や物、「推し活」とは「推

し」を応援する活動であることを明記し、推しの

有無を尋ねた。「いる」と回答した者には、引き

続き 2～5の質問について回答を求めた。

Table 1
男女別推しの職業

（人）

J-POP
アイドル

K-POP
アイドル

日本人俳優 韓流俳優 芸人 バンド/
アーティスト スポーツ選手 アニメ/マンガ その他 計

男性 95 （24.8） 24  （6.3） 33  （8.6） 10 （2.6） 14 （3.7） 44 （11.5） 38 （9.9） 85 （22.2） 40 （10.4） 383
女性 179 （29.1） 92 （15.0） 70 （11.4）  9 （1.5） 13 （2.1） 67 （10.9） 20 （3.3） 103 （16.8） 62 （10.1） 615

計 274 （27.5） 116 （11.6） 103 （10.3） 19 （1.9） 27 （2.7） 111 （11.1） 58 （5.8） 188 （18.8） 102 （10.2） 998

注：（ ）は行の％
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p<.001）。男性が同性を推している群では、3万

円未満が多く、10万円以上が少なかった。ま

た、女性が異性を推している群では、3万円未満

アイドルが最も多く、次いでアニメ・マンガであっ

た。「その他」には、声優、YouTuber、配信者な

どが挙げられた。男女別に、推しの性別を比較す

るためχ2 検定を行った （Table 2）。その結果、女

性は男性と比べて異性を推す者が多く、男性は女

性と比べて同性を推す者が多いことが示された

（χ2 （2）＝69.70，p<.001）。

「推し活」における消費行動　1日あたりの「推

し活」に費やす時間について、「分からない・答

えたくない」と回答した者116人を除く882名を

対象に、「1時間未満」382人、「1-2時間未満」 292

人、「2時間以上」208人 （「2-4時間未満」141人、

「4-6時間未満」27人、「6時間以上」40人の計）

の 3群に分けた。その後「推し活」に費やす時間

の性別による差を検討するためχ2 検定を行った

結果 （Table 3）、「推し活」に費やす時間において

性別による有意差は認められなかった （χ2 （2）＝ .187, 

ns）。1年あたりの「推し活」に費やす金額につ

いて、「分からない・答えたくない」と回答した

134人を除く864名を対象に、 「3万円未満」445

人 （「1万円未満」278人、「1－3万円未満」167人

の計）、「3－10万円未満」244人 （「3－5万円未

満」133人、「5－10万円未満」111人の計）、「10万

円以上」175人 （「10－20万円未満」64人、「20万

円以上」111人の計） の 3群に分けた。その後、

「推し活」に費やす金額の性別による差を検討す

るためχ2 検定を行った結果 （Table4）、性別によ

る 有 意 差 が 認 め ら れ た （χ2 （2）＝26.497，

p<.001）。男性は 3万円未満が多く、10万円未満

が少なかった。その一方で女性は、3万円未満が

少なく、10万円以上が多かった。つまり、「推し

活」において女性の方が多くお金を消費していた。

男女別推しの性別による消費行動（時間・金額） 

調査協力者を自身の性別と推しの性別に基づいて

4群に分け、4群間での「推し活」の消費行動

（時間と金額）の相違について検討するためχ2 検

定を行った （Table 5, Table 6）。群分けについて、

1群は調査協力者が男性で推しの対象が同性、2

群は調査対象者が男性で推しの対象が異性、3群

は調査協力者が女性で推しの対象が同性、4群は

調査協力者が女性で推しの対象が異性であった。

検定の結果、「推し活」に費やす時間に有意差は

見られなかったが （χ2 （6）＝7.981，ns）、金額につ

いて有意な差が見られた （χ2 （6）＝49.930，

Table 2
男女別の推しの性別 （人）

同性 異性 その他 計

男性 179（121.3） 188（248.7） 16（13.0） 383

女性 137（194.7） 460（399.3） 18（21.0） 615

計 316 648 34 998

注：（　） は期待度数

Table 3
男女別の推し活に費やす時間 （1日あたり） （人）

1時間未満 1-2 時間未満 2時間以上 計

男性 150（147.7） 110（112.9） 81（80.4） 341

女性 232（234.3） 182（179.1） 127（127.6） 541

計 382 292 208 882

注：（　） は期待度数

Table 4
男女別推し活に費やす金額 （1年あたり） （人）

3万円未満 3-10 万円未満 10 万円以上 計

男性 201（171.5） 92（94.0） 40（67.4） 333

女性 244（273.5） 152（150.0） 135（107.6） 531

計 445 244 175 864

注：（　） は期待度数

Table 5
男女別推しの性別ごとにみた推し活に費やす時間（1日あたり）

（人）

1時間未満 1-2 時間未満 2時間以上 計

男性 同性 73（70.0） 55（54.7） 36（39.3） 164
異性 70（70.0） 52（54.7） 42（39.3） 164

女性 同性 65（52.9） 33（41.3） 26（29.7） 124
異性 157（172.0） 145（134.3） 101（96.6） 403

計 365 285 205 855

注：（　） は期待度数

Table 6
男女別推しの性別ごとにみた推し活に費やす金額（1年あたり）

（人）

3万円未満 3-10 万円未満 10 万円以上 計

男性 同性 107（83.7） 42（45.6） 14（33.7） 163
異性 87（80.7） 45（43.9） 25（32.5） 157

女性 同性 71（62.2） 35（33.8） 15（25.0） 121
異性 165（203.4） 112（110.7） 119（81.8） 396

計 430 234 173 837

注：（　） は期待度数
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Freeasyを利用して、WEBアンケートによるオン

ライン調査を行った。

調査内容

1.「推し活」に費やす時間　「推し活」に費やす

時間について、「1時間未満」「1～2時間未満」

「2～4時間未満」「4～6時間未満」「6時間以上」

「分からない・答えたくない」の 6つの選択肢か

ら一つ選ばせた。

2.心理的所有感　心理的所有感尺度 （井上・上

田，2023a） を使用した。心理的一体感、心理的責

任感の2因子10項目からなる。各項目について、

「全くそう思わない （1）」「そう思わない （2）」「ど

ちらともいえない （3）」「そう思う （4）」「とても

そう思う （5）」の 5件法で評定させた。「心理的

一体感」は、推しを自分の人生の理想と崇めて推

しと同じように考えたり、行動したりすることに

喜びを見出す次元であり、「心理的責任感」と

は、推しを自分が育てなければならない、推しの

人気を自分が高められるように努力しなければな

らない、そして自分にはそれが出来ると考える次

元である。

3.日本語版青年時間的態度尺度　日本語版青年時

間的態度尺度 （Chishima et al., 2016b） を使用し

た。過去肯定、過去否定、現在肯定、現在否定、

未来肯定、未来否定の 6因子30項目からなる。

各項目について、「全くそう思わない （1）」「そう

思わない （2）」「どちらともいえない （3）」「そう

思う （4）」「とてもそう思う （5）」の 5件法で評定

させた。

4.倫理的配慮　本調査では、回答は任意であり途

中でやめても回答者には何ら不利益が生じないこ

と、回答は、研究以外の用途には使用されず個人

情報等が収集されないことを明記し、回答をもっ

て、調査協力への同意とみなした。また、本研究

は、昭和女子大学倫理審査委員会の承認を受けて

実施した （承認番号24-06）。

結果

「推し活」の消費行動　推し活に費やす時間につ

いて「分からない・答えたくない」と回答した

者を除く187名の回答データを分析対象とした。

1日あたりの推し活に費やす時間について、1時

間未満が69人 （36.3％）、1-2時間未満が72人

（37.9％）、2時間以上が46人（24.6％） であり、2

時間を超える者が全体の 2割以上いた。「推し活」

が少なく、10万円以上が多かった。さらに、女性

が同性を推している群では、10万円以上が少な

かった。つまり、同性の推しを応援する場合には

あまりお金をかけず、女性が男性の推しを応援す

る場合にはより多くのお金をかけていた。

研究２

目的

本研究では、「推し活」における消費行動が心

理状態や適応に及ぼす影響を検討することを目的

とする。心理状態の指標として心理的所有感、適

応の指標として時間的態度を取り上げる。仮説は

以下の通りである。

仮説 1：推し活で時間と金額を多く消費している

ほど推しに対する心理的所有感が高いであろう。

仮説 2：推しに対する心理的所有感が高いほど、

現在に対する肯定的評価が高い一方、未来に対す

る肯定的評価が低いであろう。

方法

調査対象者及び実施時期　2023年 6月に調査を実

施した。調査対象者は研究1の結果をふまえ、

「推し活」の対象として最も多く挙げられた「J-

POPアイドル」に加え、これに近似する推し活

が行われていると想定されるK-POPアイドルや

俳優を推している者、さらに推しの対象として主

であった「異性」を推している者を対象とした。

研究 1で「推し」がいると回答し、かつ「推し」

の対象が異性、職業が J-POP・K-POPアイドル、

日本人・韓国人俳優と回答した者291名 （男性81

名、女性210名） に調査を依頼し、200名の回答

を得た。200名の回答データのうち、回答に不備

があったものを除く190名 （男性59名、女性131

名、平均年齢26.3歳、SD＝3.9） の回答を分析対

象とした。また、研究2で得られたデータに、研

究 1で得た回答結果を IDにより照合しデータを

連結して分析した。

分析対象者 （190名） の職業の内訳は、正社員

112名 （58.9 ％）、 パ ー ト・ ア ル バ イ ト31名

（15.6％）、契約・派遣社員17名 （8.9％）、公務員

14名 （7.4％）、自営業・自由業 8名 （4.2％）、医

師・医療関係者 7名 （3.7％）、経営者・役員 1名

（0.5％） であった。

調査方法　公募型ネットリサーチ会社である
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田 （2023a） に基づき 2因子指定で因子分析 （主因

子法，プロマックス回転） を行った。いずれの因

子に対しても負荷量が .40を超えた 1項目 （「推し

活を行うことに誇りを感じている」）を除外し

た。これにより、残りの 9項目で再度分析を行っ

た。最終的な因子パターンをTable 9に示した。

井上・上田 （2023） と同様の内容の「心理的一体

感」 （α＝ .86） と「心理的責任感」 （α＝ .85） の 2

因子構造を確認でき、信頼性も十分であった。

心理的所有感と時間的態度との関連　心理的所有

感尺度と青年時間的態度尺度の相関を算出した

（Table 10）。心理的所有感と時間的態度の関連に

ついて、「心理的一体感」はほぼ無相関であるの

に対し、「心理的責任感」は「未来肯定」「現在肯

定」との間に弱い正の相関 （rs＝ .26-.24，p<.01）

が見られた。このことから、推しを自分が育てな

ければならない、推しの人気を自分が高められる

ように努力しなければならない、そして自分には

それができると考える者は、未来・現在に対して

肯定的に捉えていることが示された。

に費やす時間の性別による差を検討するため、

χ2 検定を行った結果 （Table 7）、有意な差がみら

れた （χ2 （2）＝8.617，p< .05）。男女共に 1時間

未満では有意差がなかったものの、男性は1-2時

間未満が少なく、2時間以上が多かった一方で、

女性は、1-2時間未満が多く、2時間以上が少な

かった。つまり、女性の異性に対する「推し活」

はあまり時間を使わず、男性の異性に対する「推

し活」では、時間をより多く消費していた。

1年あたりの 「推し活」 に費やす金額について、

3万円未満は84人 （44.2％）、3－10万円未満は62

人 （32.6％）、10万円以上は44人 （23.2％） であり、

1年あたりの「推し活」に費やす金額が10万円を

超える者が 2割以上いた。「推し活」に費やす金

額の性別による差を検討するためχ2 検定を行っ

た結果 （Table 8）、「推し活」に費やす金額におい

て性別による有意差は認められなかった

（χ2 （2）＝1.23，ns）。

心理的所有感の因子構造　「推し活」における心

理的所有感 （2因子10項目） について、井上・上

Table 7
男女別推し活に費やす時間 （1日あたり） （人）

1時間未満 1-2 時間未満 2時間以上 計

男性 25（21.8） 14（22.7） 20（14.5） 59

女性 44（47.2） 58（49.3） 26（31.5） 128

計 69 72 46 187

注：（　） は期待度数

Table 8
男女別推し活に費やす金額 （1年あたり） （人）

3万円未満 3-10 万円未満 10 万円以上 計

男性 29（26.1） 19（19.3） 11（13.7） 59

女性 55（57.9） 43（42.7） 33（30.3） 131

計 84 62 44 190

注：（　） は期待度数

Table 9
心理的所有感尺度の因子分析結果 （promax回転後の因子パターン）

項目
因子負荷量

Ⅰ Ⅱ

第１因子：心理的責任感  （α＝.85）
推しを育てているという意識を持っている .91 －.18

推しの人気がないと何らかの責任を感じてしまう .85 －.15

自分は推しの活躍に何らかの影響を及ぼしたいと思う .74 .10

推しに対して何ができるかを常に考えている .72 .19

自分は推しの人気を高めるのに何らかの影響を及ぼしたいと思う .58 .28

第２因子：心理的一体感　（α＝.86）
推しは心の拠り所である －.20 .96
推し活をしているおかげで充実した人生を送れている －.05 .88
推しはもはや自分のパーソナリティの一部である .09 .77
推しの応援は自分の人生で大きな位置を占めている .19 .69

因子間相関 ― .48
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的態度に与える影響について検討するため、性

別、消費行動（時間・金額）、心理的所有感を独

立変数、時間的態度を従属変数として重回帰分析

（強制投入法） を行った （Table 12）。解析の結果、

「心理的一体感」は、「未来肯定」 （β＝-.21，

p<.05）に有意な負の影響を、「心理的責任感」

は、「未来肯定」 （β＝ .42，p<.001）、「現在肯定」

（β＝ .26，p<.01）、「過去肯定」 （β＝ .42，p<.01）

に有意な正の影響を及ぼしていた。また、性別は

「未来肯定」に有意な正の影響を及ぼしていた

（β＝ .16，p<.05）。

考察と今後の課題

本研究では、「推し活」やそこでの消費行動に

ついての実態把握を行った。結果、推しの対象

は、J-POPアイドルが最も多く （27.5％）、次いで

アニメ・漫画 （18.8％） であった。アイドルの

ファンから始まった「推し活」であるが、現在で

は、様々な対象に広がっており、特に現実に存在

しない対象であるアニメ・漫画に対して多くの者

が「推し活」を行っていることは興味深い。また

「推し活」の消費行動について、研究 1、研究 2

共に、1日あたりの消費時間は、2時間未満が7

割であった一方で、2時間以上が 2割、年間の消

費金額では、3万円未満が 4割であった一方で、

10万以上が 2割であった。つまり多くの者は、

過度にお金や時間を使わず、適度に「推し活」を

行っていた。ただし、推しに大金をつぎ込んだ

り、多くの時間を消費している者も少なからずい

た。消費行動における性差について検討した結

心理的所有感における「推し活」の消費行動によ

る差　「推し活」に費やす時間、金額を独立変

数、心理的所有感尺度の下位尺度を従属変数とし

て 1要因の分散分析を行った （Table 11）。検定の

結果、時間については「心理的一体感」「心理的

責任感」どちらも0.1％水準で有意な主効果が見

られた。多重比較 （Tukey法） の結果、心理的一

体感は、「1時間未満」群の得点は、「1-2時間未

満」群及び「2時間以上」群の得点より低く、心

理的責任感は、「1時間未満」群及び「1-2時間未

満」群の得点は、「2時間以上」群の得点より低

かった。金額については、「心理的一体感」のみ

0.1％水準で有意な差が見られ、多重比較 （Tukey

法） の結果、心理的一体感は、「3万円未満」群

の得点は、「3-10万円未満」群及び「10万円以

上」群の得点より低かった。

性別・消費行動・心理的所有感が時間的態度に与

える影響　調査対象者の性別、消費行動（「推し

活」に費やす時間と金額）、心理的所有感が時間

Table 10
心理的所有感尺度と時間的態度尺度間の相関

心理的所有感

心理的一体感 心理的責任感

時間的態度

　未来肯定 －.02 .26**

　現在肯定  .11 .24**

　過去肯定  .03 .16*

　未来否定 　.16* .06　

　現在否定  .03 －.01 　

　過去否定 　.17* .07　

**p<.01，*p<.05

Table 11
推し活にかける時間・金額による心理的所有感尺度の平均値 （標準偏差） と分散分析結果

推し活にかける時間

1時間未満 1-2 時間未満 2時間以上 F 値 効果量（  2 ） 多重比較（Tukey法）

（n＝69） （n＝72） （n＝46）

心理的一体感 3.53（0.83） 4.03（0.72） 4.20（0.82） 11.73*** .12 1時間未満＜1-2時間未満・2時間以上

心理的責任感 2.64（0.92） 2.95（0.93） 3.45（0.73） 12.20*** .11 1時間未満・1-2時間未満＜2時間以上

推し活にかける金額

3万円未満 3-10万円未満 10万円以上 F 値 効果量（  2 ） 多重比較（Tukey法）

（n＝84） （n＝62） （n＝44）

心理的一体感 3.50（0.83） 4.13（0.63） 4.30（0.77） 20.41*** .18 3万円未満<3～10万円未満・10万円以上

心理的責任感 2.79（0.97） 3.10（0.83） 3.10（0.92） 2.77　 .03 ns

***p<.001
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げられ、これら 1つ以上を経験することで所有感

を感じる （Pierce et al., 2001, 2003）とされる。具

体的には、コントロール感とは、対象をコント

ロールする能力を所持していると認識すること、

自己投資とは、自分の労力、注意、時間などの資

源を対象に向け続けること、詳細な知識は、ある

対象を情熱的に、親密に知っていくこと （Pierce 

et al., 2018） である。「推し活」において時間やお

金をかけることは、上記の 3つの要因いずれか、

または全てが満たされることが考えられるため、

推しに対して心理的所有感を抱くことが推測さ

れる。

ただし仮説が一部否定され、多くのお金を使う

ことと心理的責任感との関連はみられなかった。

心理的責任感は、「自分は推しの人気を高めるの

に何らかの影響を及したいと思う」「推しの人気

がないと何らかの責任を感じてしまう」「自分は

推しの活躍に何らかの影響を及ぼしたいと思う」

「推しに対して常に何ができるか考えている」「推

しを育てている感覚を持っている」の 5項目から

構成されており、推しの人気を高めようとする感

覚といえる。推しの人気を向上させるためには、

ファンひとりがお金をかけるよりも、ファンの母

数を増やす事が必要と考えられる。そのため、心

理的責任感の強い者は、SNSや現実生活における

人間関係において推しの情報・魅力を発信するよ

うな普及活動が推しの人気を高めるために有効と

考え、多くの時間を使うが、金銭的な消費を重視

しないことが推測される。ただし、この点は、本

研究では「推し活」の具体的内容・行動について

は扱わなかったため推測にすぎず、さらなる検証

が必要といえる。

果、研究 1と研究 2では異なる知見が得られた。

研究 1では、金額のみに有意差がみられ、女性が

異性の推しに対して「推し活」をする場合には、

多くのお金を消費していたことが示された。一

方、研究2では、時間のみに有意差がみられ、女

性が異性に対して行う「推し活」ではあまり時間

を使っていないのに対し、男性が異性に対して行

う「推し活」では、時間を多く使っていることが

示された。この違いについては、推しの対象が関

係していると考えられる。研究 1は、広く「推し

活」の実態を把握することを目的に研究を行った

ため、推しの性別・職業共に限定しなかった。一

方、研究 2では、推しの対象として主流と考えら

れる「異性かつ職業が J-POP・K-POPアイドル、

日本人・韓国人俳優」と回答したものに限定して

行っており、異性のアイドルや俳優に対する「推

し活」では、女性は時間を使っていない人が多い

のに対し、男性は、時間を使っている人が多いと

いえる。今後は研究 2で対象とした職業だけでな

く、様々な職業における「推し活」の実態とそれ

に伴う消費行動についてさらなる検討が必要で

ある。

仮説 1「推し活で時間と金額を多く消費してい

るほど推しに対する心理的所有感が高いであろ

う」は一部支持された。

時間を多くかけた場合、心理的一体感・心理的

責任感双方が高く、金額を多く消費した場合、心

理的一体感のみ高かった。心理的所有感は、「個

人が所有の対象やその対象の一部を『自分のも

の』であるかのように感じる状態」であり、これ

を感じるための先行要因として、（1） コントロー

ル感、（2） 自己投資、（3） 詳細な知識の 3つがあ

Table 12
時間的態度に対する重回帰分析結果

時間的態度尺度

未来肯定 現在肯定 過去肯定 未来否定 現在否定 過去否定

（n＝187） （n＝187） （n＝187） （n＝187） （n＝187） （n＝187）

心理的一体感 －.21* －.03 －.07  .15  .05  .14

心理的責任感 　 .42*** 　 .26** 　 .21** －.06 －.04 －.06

推し活にかける時間 －.07  .00 －.09  .14  .05  .15

推し活にかける金額 －.11 －.05 －.07  .05 －.01 －.01

性別  .16*  .11  .25 －.07  .02 －.01

調整済み R 2 　 .12*** 　.04* 　.04*  .02 －.02  .02

***p<.001，**p<.01，*p<.05
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られるのではないであろうか。

付　記

本論文は、第一著者が昭和女子大学大学院生活

機構研究科に提出した修士論文を再構成したもの

である。
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